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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 58 kDa; Observed MW: 61 kDa

PAK?2

PAK2; Serine/threonine-protein kinase PAK 2; Gamma-PAK; PAK65; S6/H4 kinase; p21-
activated kinase 2; PAK-2; p58
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	応用
	抗原情報
	背景
	活性化されたキナーゼは様々な標的に作用します。リボソームタンパク質S6、ヒストンH4、ミエリン塩基性タンパク質をリン酸化します。全長PAK2は細胞の生存と増殖を刺激します。このプロセスは、少なくとも部分的には、アポトーシス促進性BADのリン酸化と阻害によって媒介されます。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	PAK2 抗体を使用した、Jurkat、MCF-7、および Hela 溶解物中の PAK2 のウェスタン ブロット分析。
	

	PAK2抗体（緑）を用いたHela細胞中のPAK2（7H3）の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	PAK2 抗体と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺がん (左) および胃がん (右) の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

